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研究成果概要 

KAGRA に投入されているサファイアミラー４基の中でコーティングの厚い（反射率が

高い）2基のシリカ（SiO2）とタンタラ（Ta2O5）40層からなるエンドテストマス（（ETM）

ミラーコーティングの機械損失をKAGRA運転温度である 20ケルビン付近で測定した。 

 

 

機械損失は約 5.5×10-4で温度依存性がない、という結果になった。過去に研究してき

た 32層、42層と consistentな結果であり、KAGRA 運転に問題ないことが確認され

たが、将来の感度向上のためにさらなる低損失コーティングの研究が必要である。 
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